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批
評
と
紹
介
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七o

.
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批

評

と

紹

介

^

#

1
商

業

政

策

上

卷

^
判
六
西
三
十
ー
莨
四
十
四
年
西
月
.

庚
京
寶
交
能
發
行
定
價
ニ
圓
彐
十
錢

本
書
は
律
村
敎
授
の
商
業
政
策
論
の
前
半
に
し
て
外
國 

贸
易
政
策
の
發
展
及
び
政
策
に
關
す
る
學
說
を
^

b 

t 

6

0
第1

韋
に
は
丫
丨
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
、
第
一
ー
章
に
は
自 

ゅ

貿

易

主

義

.、
第

三

章

に

ft
保
護
質
县
主
義
、
第
四
章
に 

は
_
由
貿
易
主
義
と
保
，護
質
易
主
義
と
の
比
較
' 
第
五
章 

に
は
貿
易
の
顺
學
左
貨
の
出
八
、
第
六
章y
は
農
業
保 

&
主
義
と
商H

立
睡
主
義
、
第
七
章
に
は
我
國
に
於
け
る： 

農
業
保
護
主
義
を
著
者
獨
特
の
筒
明
流
暢
な
る
文
章
を
y| 

て
縱
横
無
盡
に
論
せ
6
。 

|

1H
に
商
業
政
策
に
關
す
る
著
書
に
し
て
敢
に
一
箇
國
若| 

し
く
は
相
互
に
密
接
の
關
係
ぁ
る
數
箇
國
の
對
外
商
業
政 

策
を
論
ヒ
、
叉
は
其
政
策
中
のJ

 

ニ
の
間
題
を
硏
究
せ
る 

名
ン
'に
て
才
ゾ
リ
チ

f
と
稱
す
べ
き
名
の
少
”
ら
3'
'
t

ど
名
、
本
書
の
如
く
日
米
は
字
に
及
ば
す
、
歐
洲
の
谷 

跋
蹲
に
百̂

各
種
の
實
易
主
義
に
付
き
比
較
的
蓮
な
く

靈

？

馨

I

.

S

爲

也

。
？

8

|

富
な

I 

r
w
r

の
該
ぎ
し
て
、
•初
學
者
の
爲
に
多
く
の
參
考
書 

U

け
ら
れ
把
る
點
に
於
て
、
■曩
に
我
經
濟
學
界
に
好
評 

を
博
し
た
る
著
者
の
i

民
經
濟
原
論』

に
優
る
*

劣
る 

\

t

l
し
。
議
f

比
I

拿

E

V
彼
に
私
し
此
に 

I t
t 

w

t

r*<
、
特
に
I

貿
易
主
義
と
保
護
貿
易
主

:

義

i

f

繫

含

對

す

4

S

麗

I

體
度
く

用
意
の
周
到
な
る
こ
と
、
犀

«

|

論
鋒
と
、
其
合

f

な
る
推
斷
と
は
此
種
の
研
究
に
は
他
に
多
く
其
ま
見̂

'
{

 

る
所

&

0

然
れ
と
？
、
宇
宙
間
£
;
儿
全
な
含
の
ブ
|

しo 

t 

書
I

瑕
f

墓

|

|

。
而
しv

吾
人
S

手
h 

上
げ
て
我
經
濟
界
の
爲
に
此
¥

歡
迎
す
る
乙
i
切
f
 

丈
け

n
q

つ
叉
吾
人
£

む
る
此
書
の
價
値
の
大
な
る

f

 

吾
人
は
痛
く
此
f

瑕

瑾

惜

し

|

い 

を
1

^ 0

昨
夏
守
屋
法
學
士
舣

H

本
經
濟
新
誌
に
於
て
本

書
の
批
評
を
.四
號
に
亘
6

<

«せ
杧
る
を
以
<
、

呑
人
は 

本
書
を
本
誌
前
號
に
於
て
批
評
若
し
く
は
紹
介
す
る
こ
と 

を
見
合
せ
^
れ
ど
、
守
屋
氏
の
重

き
を
置
く
所

-

V
S人
の 

重

き

を

骰

く

所

は

槪

し

<
.
ー
 
致
し
居
ら
ざ
る
を
以
<
、

语 

人

は

是

上

6

進
ん
で
、
本
書
の
前
半
に
對
す
る
卑
說
を
開 

陳
せ
ん
と
欲
す
。 

.

-

第
.

1

編
第
一
窜
第
一
節
マ
ー
ヵ
ン
本
リ
ズ
ム
の
發
生
を 

說
く
に
當
ト
ノ 

<著
#
は
其
發
生
は
第
十
六
紀
以
後
に
あ
6 

と
論
匕
杧
6
。(

ニ
十
.
.

一

1
ニ
頁)

翁
者
は
千
四
百
九
十
ニ 

¥
の
亞
米
利
加
大
陸
發
见
と
千
四
百
九
十
八
年
の
衆
印
度 

航
路
の
發
見
と
を
以
て
歐
洲
史
の
轉
向
點
と
な
し
、(

十
七 

頁)

マ
ー
ヵX

チ
リ
X
ム
は
此
點
よ
ん
發
生
す
る
名
の
な 

6
と
せ
ら
れ
化
6
。
*
«
の
言
の
勿
く 

■
柳

^

®

め

大

话 

勸
は
士
ハ
1!
1
:紀
に
始
1
る
と
.云
ふ
乙
と
を
得
ん
？
、
著
者 

の
說
明
は
譲
客
を
し
て
著
者
於
亞
米
利
加
發
見
と
東
印
度 

航
路
發
見
と
を
以
<
其
働
機
と
看
做
し
居
る
が
如
く
^
解 

せ
し
む
る
の
*
.あ
ら
^
る
や
。
又
統
一
的
®
外
商
業
政
策 

m

な
る
;«
の
が
十
六
仳
紀
以
前
に
存
在
せ
ざ
6
し
と
>1
す
は

观

評

と

p

- ^

. 

•

简
に
失
しV

實
ヶ」

曲
ぐ
る
虞
な
き
や
。；

雨
大
發
見
以
前
.に
. 

旣
に
印
度
貿
易
存
在
し
、
印
度
に
達
す
る
航
版
を
發
見
せ 

し
め
ん
'

a

爲
め
葡
國
西
國
等
於
航
海
を
獎
勵
し
、
兩
大
發 

I

見
は
實
に
此
航
侮
獎
勵
の
一
結
果
に
過
ぎ
次
る
也
。

第
一
章
第
！一
節
英
國
航
海
條
例
中
著
者
は「
英
吉
利 

の
諸
植
民
地
は
、
直
接
外
國
と
貿
揚
す
る
こ
と
を
許
さ
梦 

\

一
 

切
英
吉
利
に
輸
出
し
、
英
吉
利
よ
6
輸
入
す
可
し
.

」

と 

;

の
規
定
あ
ヶ
允
6
と
せ
ら
れ
^
る
^P、

絕
»
的
に
直
輸
出 

|

を
禁
Jh
s
れ
把
る
は
、
生
蕃
、
砂
糖
、煙
草
、綿
花
、羊
毛
、
 

藍
其
他
の
染
料
、
外
二
三
の
貨
物
な
り
。
著
#
は
又
航
海 

條
例
を
以
て
掠
奪
的
»1
民
政
策
と
し
、
米
國
の
獨
立
は
之 

一
に
原
因
す
る
•も
の
と
せ
ら
れ
^
る
ち
、
少
く
免
英
國
の
航 

\

侮
1
列
は
背
酷
な
る
名
の
に
非
宇
し
.て
、
米
_
獨
立
の
主 

|

因
な
ら
次
る
は
ビ
^
—

a及
び
ァ
シ
.レ
ー
氏
等
の
W
究
の 

\

證
明
す
る
所
な
6
0叉
*
者
は
ジ
卫
ム
ス
•
ス
チri

ア
ー
ト 

の
箸
書
を
-/
•、
丨
ヵ
ン
チ
リ
X
ム
の
進
化
に
貢
獻
す
る
所
あ 

.り
^
る
研
究
中
に
擧
げ
ら
れ
杧
る
令

、
該
著
蚩
日
は
千
七
百 

六
+-
七
年
卽
ち
ス
ミ
ス
の
富
國
箫
に
先
つ
こ-V

僅g

に
九

.
• 

■ 

5
 

..



\%

J
!
s
I

4-

批
钾
/
i
'紙' 介

 ̂

'
/
•

リ
年
扩
に
發
行
さ
れ
允
る
名
の
に
し
て
、
其
時
は
旣
に

マ

I

一
て
ス
r

'
ア
！
-
の
著
書
は
學
界
に
重
き
を
な
^
, 

^
*
6 

“

f

。
此
著
書
を
擧
ぐ
V
Qよ
.
^
は
寧
ろ
左
記
の
數
書
を

L
i
b
e
l
i

 

o
f 

s
n

crq
l
i
s
h
e

 
p
o
l
i
c
y
e
.

A

 
じIscourse ofthe 

c
m
m
o
n
w
e
a
l

 

o
f 

This R
e
a
l
m

 

ふ E
n
f
d
,

 

b
y

 w
.

 S
,

 

I5SI. 
|

^

 

麽

ミ

I

s
 

o
f 

Free 

T
l
, 

b
y

 

Gerard 

j

^

章
第
四
節
了
カ
ン
チ
リ
ズ
i

滅
の
原
0
と 

し
て
I

s
賣

一

般
に
了
カ
ン
す
ズ
ム
を

嫌

惡

す

4

け

i

t

"
、
自
由
悬
の
勃
興
、
殖
民
地
の
獨I 

立
晨
工
業
の
反
抗
、
科
學
上
§

明
等
を
擧
げ
ら
れ
ヒ 

f

其
原
因
の
相
互
i

_

s

f
缺
く
听
t

於

n

 

i

i

H

I

商
業
S

進
と
f

、
商
業
の
1

5

業
s

i

“

.

1,

七ニ

.

.

丁
業
ク
發
達
は
機
械
の
發
明
を
促
！ハ
し
、
■
戒
の
每 

明
I

規
模
i

f

助
勢
し
且
つ
之
h

i
な
<*
,しr

一
! 5

_

露
市
場
の
必
要

|

、

f

I

H

了

力

ン

チ

ジ

、ズ

ム

の

下

に

て

は

之

を

滿

■ 

こ

i

f ,
は

さ

る

に

よ

6

、

知

ら

ず

識

ら

岁

、

Y

r
カ
ン
卜 

パ

リ

ス

ム

ぞ

邪

魔

物

に

爲

す

に

至

ろ

し

な

ら

八

。

*

一

ン

チ

リ

f

硏

究

の

參

考

書

？

 

y

ダ
ー
フ
ム 

の

「

私

镔

學

A

J
よ

6

は

寧

ろ

才

ン

ヶ

ン

及

の

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e

 

^

 

f

 
f

 o
m

i
e

赢

I

方

可

な

る

に

非

岁 

°3
C

左

の

三

好

著

を

擧

ぐ

f

無

益

の

業

に

は

非

f

ペ
し

w
l
o
n 

: 

o
r
f

 

and 

G
r
o
s
h

 

o
f 

British 

c
o
〜 

lollies.

c
u

n
m

g
i

i
:

 

w
e

f

 n

 

c
i

v
f

 t
i
〇
n
_

Ashley ..surveys: 

Historic 

aad 

Economic.
な
^

^
、
七

十

養

十

s

 

f

は

f

の
誤
植 

第
二
章
第一
節
著
者
は
フ
冲
ジ
オ
ク
ラ
ト
を
以
て
自
.

由
思
，思
の
衆
源
と
な
し
。(

也
十
五
頁)

此
自
由
思
想
を
享 

け
て
之
を
贸
易
政
策
に
應
用
し
杧
る
を
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
と 

な
せ
ど
、
佛
蘭
西
ょ
6
寧
ろ
英
國
於
自
出
思
想
の
泉
痕
な 

6
と
云
ふ
ベ
し
。
英
國
の
萆
命
戰
爭
は
佛
國
の
革
侖
戦
爭 

に
先
つ
こ
と
約
百
ヶ
年
な
6
。
其
當
峙
即
ち
十
七
il
l
:
®末 

葉
の
自
由
思
想
の
代
表
者
は
II
ツ
グ
に
て
、
フ
ヰ
ジ
オ
グ 

ラ
ト
汰
貴
に
.
Uツ
タ
の
自
由
思
想
の
系
統
に
屬
す
。
英
.國 

こ
は
口
ツ
グ
出
で

、
ヒ

ユ
ー
ム
之
に
次
ぎ
、
ス
ミ
ス
之
か
感 

化
を
受
け
^
る
は
箸
者
自
身
务
識
む
る
所
な
6 (

レ
？十
六 

頁)

勿
論
多
少
は
フ
4
ジ
オ
グ
ー
ブ
ト
の
感
化
を
受
け
^
る 

な
ら
ん
名
、
自
由
思
想
の
淵
源
を
フ
ヰ
ジ
オ
ク
ラ
ト
に
歸 

す
る
は
誤
て
6

0

,

第1

一
章
第
一
一
節
英
國
に
於
け
る
，自
由
貿
具
的I

I

税
改 

革
の
第1

着
»
ヵ
ン
ニ
ン
グ
の
敗
萆
な
る
は
著
者
の
言
の 

如
く
な
る
名
、

(

九
十
頁)

、
失
敗
に
終
ろ
^
る
千
レ
？百
八 

十
六
年
の
英
怫
條
約
に
於
け
る

關
稅
減
率
の
協
定
を
擧
ぐ 

れ
ば
如
何
に
其
當
赌
自
由
質
^
政
策
の
«
施
の
困|

|

な
ろ 

17
3

し
於
を
^
⑩
に
爲
す
ー
肋
と
な
ら
ん
。

.

视

^

と
'.紹
介

叉
、
米
國
は
朝
よ
6
高
率
な
る
關
桃
®
度

を

採

 ̂

々
i
あ
れ
ど(

百1 

一

士

一

頁

)

、
千
七
百
八
十
九
年
の
轉&

 

汰
P
均
H
V分
半
に
し
て
、
著
者
が
自
由
質
热
主
義
の
色
P
 

j

を
る
と
な
す
千
八
百
十
八
年
の
普
#
亞
の
關
税
串 

\

と(

lr
十
五
I
六
頁)

人
差
な
し
.

叉k
n

 
二
十
四
頁
に
於V

、

著
者
は
米
國
於
千
八
西
四
4
六 

竿
に
關
税
率
を
低
減
し
^
る
S

其
翌
年
よ
tリ
貿
易
の
發 

達
を
來
し
^
ろ
と
論
匕
、
千
八
百
四
十
七
年
よ
6
五
十
七 

年

‘
至
る
十
一
年
間
の
貿
易
の
統
tt
を
揭
げ
ら
れ
セ
6
。 

勿
論
關
桃
の
低
減
名
多
少
影
響
を
興
へ
-f
e

l
ら
ん
名
- 

\

司
期
斑
■の
質
H勿
の
發
達
の
大
原
因
は
關
税
の
低
減
に
非
ず
. 

し
て
、
金
鑛
の
發
見
、
鐵
道
、
造
搬
業
の
發
達
、
人
口
及 

.
書

の

增

加

-
其
？

含

の

、
中
に
數
ふ
べ
き
は
此
に

\

詳
論
す
る
の
要
な
し
。 

.

一

及

、
«
者
は
千
八
?1
四
十
六
年
上
6
六
十
年
迄
は
»
後 

lc
H:
t
を
見
ぎ
る
の
自
由
貿
易
赌
代
な
6
と
爾
つ
司
し

f

百
二
十
六
頁
I

芸

^

^
7?

、
米
國
の
麗
は
千
八 

百
十
五
年
以
前
S

槪
し 

< 四

士

ハ
年
の
麗
よ
4

率

フ
 

一
七
三



批
勢

紡
介

な
*'o

し
に
は
弗
す
^
。

第
三
章
第一

節

千

/1
百
七
十
牟
狻
の
|

?

 

再
興
s

 

實
i

の

i

f

f

l

®

 

1 :
| 1
1 1

_

嘗

遠

”
：

■

S

は
所

I

說
な
翁
の

鱗

 

_

“

l l
^

f

s

^

l r
-

窄

^

た
る
历
职
、
當

f

l
質
f
 

-
 

1

1

1

i

七四

義
を
採
用
す
.る
に
至
4

る
は
所
爾
富
國
强
兵
策
の
爲
マ

I

は
普
佛
戰
爭
後
財
政 

J
l i
l f
s

f' f

?

、

f
 

I主 

S

 千
八
百

I r
l i

p

H

l l
l

s

s

s

^

幸
の
政
铲
扒
リ
ス
ト
に
負
ふ
所
果
し
て
幾
何
な
る
や
。

養

 

_

f l
l

t

裊

f

上
げ
允
！

」

云
は
る
、
名
、

-

I

\

頁
^
內
國
稅
を
六
十
ニ
年
i

c
十
四
年
.

〜

に

引
上
げ
女
^

-
は

I

I

及
び
税
關
間
に
平
衝
|

允
ん
|

六
十 

一
厂
と
六
十
四
年
に
關
稅
を
引
き
上
げ
女
る
な
み
ノ
。
 

i

t
八
百
九
十
七
年
の

S

法
中
に
て
鐵
及
び
鋼
鐡
の
關 

移
は
ゥ
ィ
ル
ソ
i

稅
法
に
此
し
輕
減
せ
I

み
f

、

百
六
十
三
頁)

、殆
ん
ど
變
更
な
し
と
云

ふ

方

適

農
な
ら
. 

M

叉
砂
I

醫

大

要

ゥ

ヲ

す

，
關
稅
法
に
等
し
と 

あ
f
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ハ
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晉
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S
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S
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輸入額一一一

十
萬
*

以
上
な
る
と
き
は
其
の
以
上
の
部
分
に 

對
し
課
税
す
と
ぁ
る

S(

百
七
十
一
頁

)

、
砂
糖
及

a煙
草 

に
は
此
1

類
す
る
規
定
ぁ
る
％
米
榖
は
其
輸
入
の
全
額
に 

對
し
て
課
税

3
る
、
.名

の
な
6

。

以
上
は
此
好
著
の
前
半
に
對
す
る
卑
說
な
る
が
、
後
半 

に
對
す
る
批
評
は
守
屋
氏
及
び
他
の
大
家
に
讓
ら
ん
。
然 

れ
ど
名
如
何
な
る
大
家
が
空
前
絕
後
の
豸
力
を
用
ひ
て
著 

作
す
る
と
％
讀
者
I
し
て
滿
足
せ
し
む
る
こ
と
は
ネ
可
能 

<I
L

若
し
此
態
度
を
以
て
本
書
を
觀
れ
は
、
本
書
は
我
經 

濟
學
界
最
近
のI

大
著
述
也
。
吾
人
は
著
者
於
益
斯
學
に 

貢
獻
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
；

5

且
つ
叉
貢
獻
せ
ら
る
、
て
と 

を
信
2
3て
疑
は
^
る
？
の
也
。(

高
城)

津村_
蓊
商
業
政
策
下
卷

大
判
八
©
五
十
ー
11
四
十
四
年
十 

月
寶
文
館
發
行
.
定
價
ニ
圆
八
十
錢

1 7
5

本
書
は

»

#

历
の
商
業
政
罾̂

の
箩

l
l i

i

i

l
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批

評

と

紹

介

を
載
せ
把
.
6。
第1

一
編
は「

外
國
貿
易
政
策
上
の
手
段
# 

に
其
發
展
を
論
す」

•と
題
匕
、
之
を
第
八
章
よ
6
第
十
六 

章
に
至
る
九
章U

分
t
、
關
桃
の
tt
質
及
®
類
、關
税
制
ハ 

度
、
區
別
關
桃
、
通
商
條
約
、
最
惠
國
條
款
、關
桃
同
盟
、
 

戾
税
及
輸
出
獎
勵
金
、
自
由
港
及
保
稅
倉
庫
、
加
工
貿
易 

を
論
匕
杧
6
。
第
三
編
は「

外
圃
貿
易
政
策
上
列
强
の
現 

在
及
ぴ
將
來
を
論
^」

と
題
し
、第
十
七
章
よ
6
以
下
第
一
一 

十
章
迄
の
闽
章
に
分
ち
、
英
吉
利
の
現
勢
と
帝
國
主
義
、
 

米
國
の
發
展
と
全
米
主
義
、
獨
逸
の
發
展
と
世
界
主
義
、
 

及
び
日
本
の
發
展
と
將
來
の
國
策
と
を
論
述
す
。

上
卷
は
主
と
し
て
國
際
商
業
を
學
理
の
方
而
よ
A
論
述 

せ
る
に
反
し
、
本
書
は
國
際
商
業
發
展
の
爲
沁
各
國
舣
採 

6
つ
N
あ
る
且
つ
叉
採
ら
^
る
べ
か
ら
^
る
政
策
を
實
際 

の
方
面
よ
6
詳
論
せ
6
。
■又
前

書

、は

引

證

を

多

く

外

國

の 

政
策
に
取
6

我
國
の
經
濟
史
を
度
外
せ
ら
れ
杧
る
の
觀
あ 

6

<讀
者
を
し
て
往
々
隔
靴
搔
萍
の
感
を
抱
か
し
.め
^
る 

? 

'本
書
は
.之
に

反

し

て

我

_

の

採

A
來
6
把
る
過
去
及 

ぴ
現
在
の
；政
策
に
論
及
す
る
所
多y

、

少
く
S
此
駙
に
於

1

七
五


